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     【今号の主な内容】 
 

 Ｐ①  現地KY 

Ｐ②   言わないとｷｹﾝでごｻﾞﾙ 

Ｐ③  パトロール 

Ｐ④  ことわざ 
 

 発行 
 

 野田工業 株式会社 
 東京都中央区銀座6-6-19 

       花菱ビル5Ｆ 

 ＴＥＬ：03-3572-1866 

 ＦＡＸ：03-3575-0420 

 

●作業前にKYを実施すること 
 

 ①墜落しないか、転落しないか？ 

 ②落ちてこないか、倒れてこないか？ 

 ③挟まれないか、巻き込まれないか？ 

 ④切れないか、こすれないか？ 

 ⑤転ばないか、踏み抜かないか？ 

 ⑥ぶつからないか？ 

 ⑦関電しないか、ヤケドしないか？ 

 ⑧腰を痛めないか？ 

 ⑨その他ないか？        （工具・工程ごとの危険の洗い出し） 
 

   自分の身は自分で守る！ 
 

              家族のため、会社のため、 

                            

                         そして、お客様のため・・・・ 
 

現地に行ったら必ず一人で現地KYを行うようにして下さい。 

                                               



平成28年7月1日　　　　　　②　おんこちしん 第80号



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。
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 ことわざ・格言にならう安全衛生訓 
 

牛首を懸けて馬肉を売る 
 ●「安全第一」に偽りなし 

 

「牛首を懸けて馬肉を売る」とは、牛の首を看板に掲げて牛の肉を売ってい

るように見せかけて、実は馬の肉を売っていた。看板に偽りあり、ということ

ですが、同様に「羊頭を掲げて狗肉を売る」とも言います。 

言うことと行うことが違うという時にも使われることわざです。 

私たちの事業所や職場には、安全の旗や、「安全第一」とか「安全最優先」

などのスローガンが掲げてあります。 

これは、私たちの職場では安全を最優先して仕事をしている、ということを

内外に宣言している看板です。単なる目標や理想の旗印ではないはずで

す。私たちの日常の作業態度が安全を無視したり軽視していれば、「牛首

を懸けて馬肉を売る」のことわざ同様の‘偽装”ということになります。 

「安全第一」のスローガンや安全旗のもとで作業を行う私たちは、文字通り

「安全第一」、「安全最優先」の態度と方法で作業を行うよう習慣化し、無事

故・無災害の職場を築いていきましょう。 

 
 きゅうじん       いっき 

九仞の功を一簣に欠く 

 ●一回の手抜きが大事故に 
 

九仞とは「高い」という意味で、簣とは、土を運ぶ「もっこ」のことです。 

十中八九まで出来上がって、あと一息というところで、手抜きをしたために、

全部が台無しになったという場合い使われることわざです。 

「百日の説法屁一つ」というのも同じように使われます。 

日ごろ立派なことを言っていても、人前でうっかり屁をすると、一切が帳消し

になってしまいます。 

職場でも、いつもは決められた通りに、きちんと安全作業をいていたのに、

たまたま一度の手抜きで事故を起こし、すべてが駄目になってしまった、と

いうことがあります。 

過去何十年来、安全に気を配って、健康に暮らしてきたのに、一度の誤り、

一度のケガで不自由な体になってしまった・・・まさに、九仞の功を一つのケ

ガで台無しにした、ということになります。くれぐれも安全の手抜きをしない

ようにしましょう。 

 


